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催
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不
動
牽
貸
営
業
の
地
方
間
課
税
・
・
・
・
法
撃
博
士
一
岬
戸
正
雄

一
昨
時
代
幕
府
産
物
曾
所
設
立
計
書
に
つ
い
て
・

Mg
草
博
士
本
庄
柴
治
郎

肱

町

論

醐

新
地
視
方
案
を
論
ず
・
・
・
・
・
・
・
・
・
師
謡
曲
学
博
士
汐
見
三
郎

率
勢
米
慣
に
就
い
て
・
・
・
町
・
・
目

4
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一

24
士

崎

川

虎

三

続

苑

濁
逸
州
工
業
金
融
同
一
点

F
E∞
青
山
市
立
急
・
捕
さ
ま
+
士
楠
見
一
正

米
の
銘
柄
別
短
期
清
算
取
引
を
評
す
・
-
怖
さ
雪
準
士
今
西
庄
衣
耶

雑

録

消
費
組
合
に
よ
る
米
の
配
給
・
・
・
・
・
経
漕
畢
士
谷
口
吉
彦

段
別
割
の
存
在
理
由
・
・
・
・
・
・
・
・
・
経
済
皐
士
安
田
元
七

支
那
経
漕
の
衰
退
ミ
そ
の
復
興
問
題
・
・
経
済
皐
士
大
上
末
虞

近
江
日
野
町
志
を
讃
み
て
・
・
・
・
・
・
経
済
皐
士
菅
野
和
太
郎

附

鋒

新
著
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

本
誌
第
二
十
一
巻
乃
至
第
三
十
巻
論
題
索
引



率
勢
米
債
に
就
い
て

第
三
十
二
巻

凹

第
二
時
現

四
/¥. 

率

勢

米

債

就
し、

て

企巻

Jf! 

虎

所
謂
李
勢
米
慣
が
、
基
準
米
慣
決
定

ω
一
因
子
ざ
し
て
、
加
何
な
る
意
義
を
有
つ
も
の
で
わ
る
か
。
・
芯
は
本
丈

に
於
て
、
此
の
課
題
ぞ
、
専
ら
統
計
万
法
の
阿
川
越
ザ
し
し
て
研
先
し
て
見
た
い
ご
忠
ふ
。

併
し
乍
ら
、
論
や
る
所
の
結
果
よ
り
す
れ
ば
、
此
の
問
題
じ
就
い
て
特
じ
事
新
ら
し
く
研
先
す
る
の
必
要
は
な

〈
、
寧
ろ
、
在
が
慨
に
本
誌
上
に
於
て
、
統
計
方
法
に
閥
し
て
堪
ぺ
た
所
よ
h
明
ら
か
な
事
で
あ
る
が
、
此
の
政

策
上
の
、
具
瞳
的
な
問
題
に
就
い
て
こ
れ
を
繰
返
す
こ
ぜ
も
、
買
際
の
適
用
例
ご
し
て
無
意
義
な
こ
ぜ
で
は
な
い

さ
思
は
れ
る
。
蓋
し
、
米
穀
法
並
に
基
準
米
慣
に
就
き
、
枇
曾
的
・
鰹
樺
的
立
場
か
ら
多
く
の
批
判
及
び
研
究
が

ゐ
り
、
宰
勢
米
慣
に
就
い
て
も
、
通
俗
的
な
解
詑
が
な
い
で
は
な
い
が
、
統
計
方
法
の
方
面
よ
り
の
、
こ
れ
が
研

究
批
判
を
聞
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。

在
の
見
る
所
に
依
れ
ば
、
容
勢
米
債
は
、
統
計
的
研
究
じ
其
の
算
定
の
基
礎
を
置
い
て
得
た
結
果
で
あ
る
。
併

し
、
統
計
的
研
究
に
業
の
基
礎
を
置
く
の
故
を
以
て
、
直
ち
に
我
々
は
、
こ
れ
を
客
観
的
或
は
科
閣
情
的
に
得
た
結

果
ざ
し
て
認
め
る
こ
さ
は
出
来
な
い
。
先
づ
其
の
統
計
的
研
究
自
龍
吟
味
さ
れ
批
判
さ
る
ぺ
き
で
あ
る
。
新
聞
紙

等
を
通
じ
て
見
た
世
論
は
、
宰
勢
米
慣
に
就
い
て
も
、
此
の
貼
に
就
い
て
閑
却
し
て
ゐ
る
か
に
見
ゆ
る
。
在
は
此

持特に河田唱士(r*債調官官明電是非J，r米債基，曜の制定」経務時報-<0ー，二百
九)，西i宰基ー氏(r米償基準設定に就て」鰻務時四二の二二，米設法賞績調査)八木
芳之助氏(r米債匙司自設定に就いてJ経済論議三十一白血二〉等。

州拙楠，統計の解説枇拘~，解析f本誌三十一白ニ)及び賀郡怖究に於ける統計
の意義(京都身大新聞十二月二十一目減)



の
意
味
に
於
い
て
、
本
誌
の
研
究
後
表
の
機
関
た
る
性
質
守
損
す
る
も
か
知
れ
な
い
が
、
本
文
の
叙
越
は
、
出
来

る
限
ム
リ
解
説
的
に
、
而
h
統
計
率
の
専
門
的
知
識
を
議
定
せ
や
に
試
み
る
つ
も
り
で
あ
る
。
而
も
在
の
地
位
に
於

て
符
ら
れ
る
材
料
は
、
僅
に
新
聞
紙
の
報
や
る
範
固
に
限
ら
れ
て
ゐ
る

此
の
賠
併
せ
て
請
者
の
諒
恕
乞
乞
は
ね

rAF
巾
4FPり
咋
ょ
e
f
o

t

J

J

l

 

先
づ
問
題
に
入
る
前
に
、
率
勢
米
償
そ
の
も
の
、
概
念
を
明
ら
か
に
し
て
置
〈
こ

εが
便
利
で
あ
る
。
ぞ
の
た

、h
F〆

め
に
は
、
つ
規
定
せ
ら
れ
た
翠
勢
米
債
の
意
義
、
二
葉
の
算
出
方
法
の
志
義
及
び
過
程
、
三
銑
出
結
果
の
有
丸
一
戒
は

〆
'
t

、

，

d

曹司、

有
ら
得
る
意
味
等
に
分
っ
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

率
勢
米
-
憤
ご
は
、
「
明
治
三
十
三
年
十
一
月
以
降
の
ヨ
本
銀
行
調
資
米
慣
指
数
の
、
物
憤
指
数
に
針
す
る
割
合

(
米
債
卒
)
を
基
礎
ぎ
し
、
営
該
米
穀
年
度
に
於
け
る
米
倍
率
の
趨
勢
倍
を
貸
出
し
、
こ
れ
営
基
準
債
格
決
定
の
前

月
の
物
債
指
数
に
乗
じ
た
る
も
の
を
.
十
一
圃
八
十
一
銭
(
日
本
銀
行
調
査
の
基
礎
年
月
た
る
明
治
三
十
三
年
十

月
の
米
償
)
に
乗
じ
て
算
出
し
た
る
債
格
念
謂
ふ
」
の
で
あ
る
。
即
ち
、
此
の
志
味
を
計
算
式
化
し
て
見
る
芯
次

の
如
く
に
な
る
。

議
益
H
E
Z
X
(
ま
e
喜
義

)

x

(

点
同
日
開
問
議
室
)i米
慣
指
教
ど
物
語
教
の
比
率

を
、
米
慣
恋
T
f」
名
づ
け
る
こ
さ
は
、
先
に
断
つ
で
あ
る
。
右
の
式
か
ら
見
る
ご
、
宰
勢
米
債
の
算
出
に
営
h
J
、
其

の
決
定
的
な
の
は
、
米
債
率
の
趨
勢
値
で
あ
る
。
故
に
、
率
勢
米
債
の
、
統
計
十
刀
法
に
闘
す
る
問
題
以
、
専
ら
，
」

、
、
に
集
中
す
る
。

容
勢
米
僚
に
杭
い
て

第
三
十
二
巻

四
九

五

第
二
一
務

或は政字は検主主新聞の報fる所を東京日々新聞，大恨朝日新聞を照会して，
を行ふ F これを探った。

制 歩f-穀調育委員含棟、合害事申(大朝十二円十刊日〉
様相 伺lへば昭削千五年十一月布勢耽債を算出するとすれば十月町日銀指般164.7，米

債寧D趨勢!直1.183(計算法徒出)白放に，事勢~(償1l.8l x 164. i x 1.181l=!!3.01 
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率
勢
米
僚
に
枕

v
-」

第
三
十
二
容

第
二
就

占

/、

五
O

次
に
第
二
的
問
題
た
る
算
出
方
法
の
意
義
及
び
過
程
で
ゐ
る
。

、
、
、
、

先
づ
理
論
的
に
米
憤
宰

ω
意
義
を
論
守
中
、
極
め
て
常
識
的
仁
、
米
慣
揖
教
を
物
慣
指
数
で
割
っ
て
米
償
率
を

求
め
、
此
の
低
が
時
の
順
序
に
配
列
さ
れ
た
系
列
(
こ
れ
を
米
債
市
中
の
時
系
列
と
名
づ
け
て
ノ
)
を
作
る
意
味
は
何
ん
で
あ

る
か
。

こ
の
-
で
と
は

選
ば
れ
た
期
間
内
に
於
げ
る
、
米
憤
柄
数
ご
物
情
指
数
さ
が
如
何
な
る
問
係
に
作
っ
た
か

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
而
し
て

t
y
そ
れ

rけ
で
あ
る
。
併
し
、
日
銀
の
折
敷
仁
、
鯨
済
上
の
烹
味
ケ
有
化
し
む

、
.
、
、

れ
ば
、
問
題
は
別
に
生
中
る
。
普
通
に
物
慣
指
数
は
一
一
般
物
債
の
測
度
で
あ
る
さ
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
(
一
般
物

、
、
、
官
、

僚
が
こ
A

に
円
相
暗
記

JRL服
す
品
か

ω.
い
ま
主
主
代
は
刊
は
な
じ
日
銀
指
数
も
物
倒
指
数
に
し
て
一
川
町
物
慣
の
測
度
で
め
る
芯
す

、
、
、
、

る
な
ら
ば
、
米
慣
率
は
、
米
川
閣
の
麗
動
ヤ
示
す
所
の
、
米
惜
指
数
か
ら
一
般
物
惜
の
影
響
を
除
却
し
た
佑
を
一
吊
す

も
の
で
あ
る
ご
一
五
ふ
咽
」
さ
が
出
来
る
。

米
債
恋
?
を
創
案
し
た
人
の
考
が
何
れ
に
在
る
か
は
、

庇
接
に
之
を
知
る
こ

さ
が
出
来
な
い
が
、

日
銀
指

日
銀
指
数
乞
車
じ
日
銀
指
数
ご
し
て
、

米
慣
指
数
ご
の
閑
係
セ
見
る
の
で
は
な
く
、

教
に
一
定
の
極
構
上
の
意
味
を
奥
へ
、

米
倒
容
に
も
亦
曜
、
れ
よ
り
生
や
る
自
ら
な
る
荒
味
佐
規
定
し
て

ゐ
る
も
の
J 」

考
J¥ 

る

の
が
至
嘗
で
あ
る*
。耐

し
て

確
定
し
得
ぬ
ザ
』
申
」
は
、

右
に
遁
ぺ
忙
様
な
、
物

か
〈
想
保
し
て
な
ほ
、

情
指
数
に
普
通
に
有
た
し
な
る
意
味
ご
同
じ
意
味
を
、
創
案
者
が
輿
へ
て
ゐ
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
。

こ
の
確
定
し
得
ざ
る
知
の
あ
る
た
め
に
、
常
識
的
に
は
ど
考
へ
方
に
断
り
を
附
し
た
所
以
で
あ
る
。

リ
h
e
-
+
4

1
l
t
 

一
貝
日
明
の

如
く
に
し
て
、
然
ら
ざ
る
所
以
は
、
夏
じ
改
め
ず
一
後
に
遇
べ
る
で
あ
ら
う
。

、、

衣
じ
米
憤
率
の
趨
勢
価
で
あ
る
。

米
債
宰
の
意
味
は
兎
に
角
、
そ
の
趨
勢
値
の
意
味
は
、
米
債
卒
の
時
系
・
列
の
代
表
値
曲
線
の
示
す
値
千
」
云
ふ
こ

河田 J雪上円説明きる、所に依れ~~ 11半々の平均州~-Ii号物f買指蜘を以て宜「年々
の平均的米償指数を割 ry， 之に依って先づうki買 ~-ð般から一般物倒的伊響を抜

き去りその計算に依って出来上った年々白扱字を米償，~と名づけ……J (前掲

米償基準ι制定〉と云はれてゐる。

* 



い
ま
、
米
償
率
を
年
々
岡
示
し
て
見
る
芝
、
(
米
債
率
白
時
系
列
の
グ
ラ
フ
)
、
高
慌
増
減
種
々
の
盤
化
を
一
不

、、

し
て
ゐ
る
か
ら
、
い
ま
此
の
グ
ラ
フ
を
よ
b
簡
単
な
州
線
で
あ
ら
は
し
得
れ
ば
此
の
グ
ラ
フ
の
有
つ
性
質
を
知
る

仁
営
っ
て
都
合
が
よ
い
。
い
ま
か
、
、
る
巾
線
を
求
め
わ
ざ
す
れ
ば
(
如
何
な
る
カ
践
に
よ
る
を
問
は
な
い
)
あ
る
年
度
に
就

い
て
、
ぞ
れ
に
相
営
す
る
曲
線
上
の
鮎
の
示
す
値
が
、
所
謂
趨
勢
佐
な
の
で
あ
る
。
根
本
の
考
へ
は
‘
此
の
軍
純

、
、
.
、
、
、

こ
れ
を
長
期
鐙
動
傾
向

さ
で
ゐ
る
。

な
曲
線
の
一
不
す
方
向
が
、
ぞ
の
時
系
列
の
有
つ
後
展
の
方
向
で
あ
る
ど
す
る
が
故
仁
、

(
m
m
E一三円『

g
g
或
は
趨
勢
な
ど
ど
一
五
ふ
所
以
で
あ
る
。

か
、
る
時
系
列
の
代
表
侃
山
線
営
団
定
め
る
場
合
、
も
ぜ
の
グ
ラ
ブ
に
最
も
よ
〈
常
特
ま
る
(
出
門
)
こ
ざ
を
傑
件
ぜ

す
る
が
、
ぞ
の
意
味
は
、
算
術
平
均
PT
求
め
る
一
つ
の
場
合
♂
同

ι〈
、
最
ら
ゐ
り
特
ぺ
号
、
偶
然
的
服
悶
の
影

響
を
除
却
し
円
結
果
を
示
す
所
の
向
線
た
ら
し
め
た
い
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
ゑ
に
比
の
意
味
じ
於
て
、
米
慣
翠
の
趨

勢
値
を
求
め
た
ご
す
れ
ば
、
ぞ
れ
は
、
偶
然
的
原
悶
の
働
ら
か
ぬ
、
最
も
ゐ
り
得
ぺ
、
ヨ
米
一
慣
率
合
語
る
も
の
で
ゐ

、
、
、
、
、
.
.
 、
、
.
、
、
、
‘
.
‘
.
、

.. 

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
.
、
、
、
.
、
、

る
。
こ
れ
は
、
計
算
訟
の
正
確
性
の
限
度
に
於
い
て
、
統
計
材
料
の
及
ぶ
期
間
内
に
安
官
す
る
。
所
が
、
宰
勢
米

債
の
場
合
に
於
て
は
、
此
の
制
限
を
越
へ
て
、
昭
和
四
年
度
迄
の
材
料
か
ら
、
昭
和
五
年
度
の
趨
勢
値
を
求
め
る

の
で
あ
る
。
ニ
の
'
}
さ
は
、
統
計
的
研
究
に
よ
る
珠
測
の
問
題
で
、
車
に
、
統
計
方
法
自
陣
の
性
質
か
ら
、
直
ち

に
肯
定
し
得
る
も
の
で
な
い
・
』
さ
営
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
貼
後
に
詳
述
す
る
。

第
三
に
、
か
、
る
米
慣
宰
の
趨
勢
値
に
前
月
の
物
情
指
数
を
燕
や
る
意
味
で
ゐ
る
。

形
式
的
に
云
へ
ば
、
米
倒
率
の
趨
勢
値
じ
よ
り
、
物
情
指
数
さ
米
慣
指
数
の
‘
最
も
あ
り
得
ぺ
き
開
係
が
明
ら

か
に
せ
ら
れ
た
か
ら
、
最
近
の
物
債
指
数
に
劃
し
て
は
如
何
な
る
聞
係
含
有
つ
で
あ
ら
う
か
さ
云
ふ
、

一
つ
の
比

憲
勢
米
債
に
就
い
て

第
三
十
二
巻

三
三
七

第

量主

五

腕章に云へぽ飽勢値目示す所は年可，~苛米間情般の年平均物債指般に聖母ずる関
係であるかっ p 新し或る年η米債指数を算定するとすれば本来ならば其の年
時物債指数の年平~Jが輿「られなければならな ν、筈である" ifriも求むる年の
物債指数手均は常然ない。故に最涯の月四物f賀千百般によるとすれば，それは其
の月山物償拍車交ま以てその年の平均物債指数と仮定する ζ とであ φ。 若 L貰
際問題として此白仮定が許るし得ぬな .b， 季節的重量動を以って加減するより

本



車
中
勢
米
倶
に
就
い
て

*
(
前
頁
脚
註
)

例
算
で
あ
る
。
か
く
し
て
最
近
の
物
債
指
数
に
劃
し
て
、

第
三
十
二
巻

第
二
披

主E

i¥. 

最
も

質ゐ
際り

524号
7f'. .r-.::、

管j主
L偵
ち指

話撃
主求
刀之 め
し、
守号
る

課
で
あ

之
ど
十
一
回

八
十
一
銭
(
基
準
時
白
米
軍

に
一
来
十
れ
ば
、

指
数
で
は
な
し
仁
、

~ 

Q 。

普
通
に
理
解
し
得
る
所
は
、

そ
の
規
定
せ
ら
れ
た
る
率
勢
米

峯
・
勢
米
債
に
就
い
て
米
穀
調
査
舎
の
答
申
よ
り
、

債
の
意
義
及
び
計
算
方
法
の
意
義
さ
其
の
過
程
に
属
す
る
限
り
、

右
の
範
闘
に
さ
Y

ま
る
o

右
の
趨
勢
依
の
算
定
に
就
い
て
は
、
答
申
に
は
別
に
其
の
方
法
を
規
定
し
て
を

b
な
い
。
ゅ
ゑ
に
、
上
辿
の
如
(
、
悲
は
之
を
一
般
的
に
説
明
し

た
が
、
得
へ
ら
刊
日
る
叫
川
に
よ
れ
ば
、
最
小
向
乗
法
に
よ
り
直
深
を
営
絞
め
て
甘
井
忠
す
る
と
一
耳
は
れ
て
ゐ
る
。
直
線
を
常
絞
め
る
と
一
E

t
と
と
は
、
換

言
ナ
札
ば
、
米
償
併
の
礎
化
と
時
の
礎
化
(
時
の
遅
行
〉
と
の
開
係
は
、
一
夫
方
程
式
の
関
係
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
米
債
務
(
月
)

と
時
円
弱
)
と
は
司

H
a
+
合
の
関
係
に
在
る

ι
と
を
漁
定
す
る
の
で
あ
る
。
最
小
向
乗
法
に
主
り
と
云
ふ
と
、
知
ら
ね
者
に
は
大
鐙
難
し
〈
聞

ゆ
る
が
そ
の
意
味
は
簡
単
で
あ
る
。
印
ち
、
資
際
白
米
償
率
と
最
も
あ
り
得
べ
き
米
償
率
卸
ち
求
む
る
米
債
翠
と
の
差
の
自
乗
の
和
F

郎
ち
之
を

記
就
で
記
せ
ば
、
日
[
ヨ
!
?
十
守
主
)
]
日
で
あ
る
)
を
最
小
な

b
し
む
る
様
に
、

α
、
b

の
値
を
定
む
る
こ
と
で
あ
る
。
「
高
等
数
墜
も
ど
き
」
だ
と

本
米

云
は
れ
る
の
は
、
「
及

υ
の
直
自
決
定
に
、
微
分
撃
の
知
識
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
が
、
賓
際
の
計
算
は
簡
単
に
な
し
得
る
か
ら
一
驚
か
さ
れ
る

ま
(
次
頁
脚
註
)

必
要
は
な
い

X
の
原
封
印
ち
時
の
測
り
方
の
基
訪
を
、
期
間
の
申
央
の
年
に
誼
〈
、
昭
和
四
年
迄
と
す
札
ば
、
二
十
九
年
間
で
あ
る
か
ら
、
原
動
は
、
大
正
凶

年
と
な
る
。
ゅ
ゑ
に
大
正
四
年
は

H

H
号
、
三
年
は

H

h

H

と
な
り
、
明
治
三
十
四
年
は
ぬ

u
l
E
で
あ
る
。
大
正
五
年
以
降
は
、
沼
町
値
を
同

ビ
う
し
て
、
符
時
仰
を
異
に
す
る
に
過
ぎ
な
い
即
ち
大
正
五
年
は
泊

H
]
昭

和

四

年

は

何

日

]

品

で

あ

る

。

係

数

π
及
び
b
は
、
突
の
聯
立
方

程
式
を
解
け
ぽ
得
ら
札
る
。

い
ま
、

M
培

偽

日

誌

岱

+
~
v
M
U町
内

• 

凶
日
之
吉
川

a
M
H
軌
+
げ
い
日
何
回
ぬ

然
る
に
、
原
鈷
が
中
央
に
あ
た
る
年
で
あ
る
か
ら
、

H
f
;へ
に

au

タ
7
M
Y

話

t
o
t
w

で
あ
る
。

突
に
一
貫
際
白
計
算
例
を
一
市
し
で
を

〈。

f也はない。併 1政策卜，率勢米債に特定のひら申を輿へるな bばそ白定め方
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米領率趨勢値計算表*
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率
勢
米
債
は
、
以
上
の
如
き
意
味
を
有
も
、
右
の
如
、
き
計
算
の
過
程
を
艦
て
求
め
ら
れ
た
値
で
あ
る
。
ニ
れ
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、

よ
れ
ば
、
過
去
二
十
九
年
間
の
米
債
よ

b
、
最
も
あ
ふ
り
得
ぺ
き
、
或
は
、
常
指
さ
し
て
あ
h
得
一
へ
き
米
債
を
予
想

、
.
、
.
、
、
.
、
、
、

す
る
こ
さ
で
あ
る
。
異
に
わ
り
得
ぺ
き
債
格
な
り
や
否
や
は
兎
に
角
、
な
け
れ
ば
な
ら
ね
米
債
で
も
な
け
れ
ば
、

、.、.、.、.、.、.

あ
ら
し
む
ぺ
き
米
債
で
も
な
い
司
』
ご
は
明
白
で
あ
る
。
然
ら
ば
果
し
て
、
基
準
米
債
は
、
か
〈
の
・
却
‘
昔
、
、
常
態
ざ

し
て
あ
り
得
〈
き
米
債
を
議
想
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
σ

こ
れ
前
節
仁
掲
げ
た
第
三
段
の
問
題
で
あ
る
。

基
準
米
債
設
定
の
目
的
は
、
米
穀
法
運
用
の
基
準
を
規
定
す
る
こ
ご
仁
在
る
。
米
穀
法
が
後
勤
し
て
米

x" 
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描
中
勢
米
僚
に
就
い
て

第

二

披

五

叫

、
、
、
、
、
、
、
、

債
を
調
節
す
べ
き
際
の
債
格
を
規
定
す
る
こ
ご
で
あ
る
。
こ
の
ニ
マ
」
は
、
米
穀
に
就
い
て
、
あ
ら
し
む
べ
き
債
格

、
、
、
、
、
、

の
限
界
を
諜
想
し
て
ゐ
る
こ
さ
じ
他
な
ら
な
い
。
何
ん
さ
な
れ
ば
、
何
等
か
の
見
地
か
ら
、
あ
ら
し
む
べ
き
米
債

を
予
想
せ
ぬ
限
b
米
債
を
調
節
す
る
さ
云
ふ
問
題
は
起
り
得
ぬ
こ
ご
だ
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
ゑ
に
い
ま
、
翠
勢
米
債

の
上
値
二
割
、
下
値
二
割
を
最
高
及
び
最
低
の
基
準
債
格
さ
す
る
こ
ご
は
、
常
態
ざ
し
て
あ
る
ぺ
き
債
格
の
上
下

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

二
割
を
以
て
、
あ
ら
し
む
べ
き
慣
格
の
限
界
ざ
す
る
こ
さ
に
他
な
ら
な
い
。
従
っ
て
問
題
は
、
上
下
二
割
仁
あ
ら

、.、.、.、.

し
む
べ
き
債
格
に
如
何
な
る
主
張
が
合
ま
れ
て
ゐ
る
か
さ
一
再
ふ
唱
」
ご
じ
集
中
さ
る
ぺ
き
で
あ
る
。

保
ら
ば
、
上
下
二
割
以
加
利
な
る
杭
臨
て
主
眼
に
於
い
て
定
め
ら
れ
わ
い
の
で
あ
み
か
。
米
穀
調
査
舎
の
答
申
並

仁
基
準
債
格
要
綱
か
ら
は
之
を
知
る
こ
ご
は
出
来
な
い
。
新
聞
紙
の
侍
へ
る
所
に
依
れ
ば
、
此
の
二
割
な
る
値
の

算
定
は
、
米
債
の
最
も
起
り
得
ぺ
き
撞
勤
の
隔
を
、
同
じ
く
二
十
九
年
間
の
米
慣
よ
り
算
定
し
、
巽
の
値
ざ
し
て

一
割
八
八
?
を
得
た
の
で
二
割
さ
決
定
し
た
そ
う
で
あ
る
。
業
の
算
定
方
法
ぜ
か
明
瞭
に
示
さ
れ
て
を
ら
ぬ
以
上
、
私

は
、
此
の
二
割
の
値
に
就
い
て
問
題
に
す
る
ニ
さ
は
出
来
な
い
。
た
て
そ
れ
が
、
統
計
的
に
求
め
ら
れ
た
こ
さ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、

並
に
宰
勢
米
慣
に
就
い
て
み
、
の
上
下
二
割
さ
云
は
れ
る
ニ
さ
か
ら
考
へ
て
、
常
態
マ
し
し
て
あ
り
得
べ
き
米
債
の
最

、
、
、
、
.
、
、
、
、
、

も
あ
り
得
ぺ
き
麓
動
の
幅
ざ
考
へ
る
こ
さ
が
至
営
で
あ
ら
う
。
此
の
こ
さ
を
認
む
れ
ば
、
最
高
最
低
の
基
準
債
格

、

、

、

、

.

、

、

、

、

、

、

、

‘

、

、

、

を
、
宰
勢
米
-
債
の
上
下
二
割
を
以
っ
て
定
h
u

る
こ
さ
は
、
あ
ら
し
む
〈
h
t
米
舗
の
限
界
を
、
常
態
ご
し
て
あ
h
得

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ぺ
き
米
慣
の
、
最
ち
あ
り
得
べ
き
限
界
に
置
く
こ
ご
に
他
な
ら
な
い
。
従
っ
て
こ
の
こ
さ
は
、
過
去
の
米
信
よ
り

、
、
、
、
.
、
、
.
、

噛
席
想
き
る
ぺ
き
米
債
に
在
ら
し
な
る
こ
ざ
を
以
っ
て
、
あ
ら
し
む
べ
き
米
偵
の
根
操
ご
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
請

、
、
、
、
、
、
、
、

費
者
の
生
活
を
腿
遁
せ
や
、
生
産
者
の
利
盆
を
保
謹
す
る
こ
さ
云
ふ
た
め
に
定
む
る
所
の
あ
ら
し
む
〈
き
米
債
ざ

第
一
一
一
十
二
巻

三
四

O

前向基準債格要綱参将。十一月に事勢米債を算出すおぽそれより最高基準債格
は!.7川(j1，最低基準債絡は18.1'141(2:-¥.1'1υI X 1.2，ョ:li'101)(0.8) 
勿論，基曜にボめられてゐるものが米慣帯。趨勢直である以上，比四二審~oV算
定法も統計方法の上tJ.b考へられるが，敢てζLには問題にしない。
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、.、.、.、.、.

は
、
何
等
関
係
の
な
い
こ
ぜ
で
あ
る
。
た
Y
こ
れ
に
依
っ
て
得
ら
れ
る
結
果
は
、
米
債
の
安
定
で
あ
る
。
こ
の
安

定
さ
は
、
生
産
者
、
消
説
者
一
か
、
若
し
右
の
材
料
さ
計
算
方
法
を
以
っ
て
予
想
す
る
限
り
、
米
債
が
牢
勢
米
債
の

上
下
二
割
の
縄
問
内
に
落
L
つ
く
で
あ
ら
う
さ
云
ふ
期
待
を
裏
切
ら
ぬ
米
債
の
定
ま
る
こ
さ
で
あ
る

F

此
の
場
合

米
穀
法
に
、
そ
の
調
節
の
力
を
認
め
て
の
こ
ご
で
あ
る
こ
さ
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
少
な
く
も
暫
定
的
な
去
準
水
偵

の
決
定
、
従
っ
て
米
穀
法
の
此
の
限
り
に
於
げ
る
運
用
の
効
果
に
就
い
て
は
、
こ
れ
だ
け
の
事
ド
期
待
さ
る
べ
き

で
あ
り
、
而
し
て
ま
た
こ
れ
以
上
じ
は
出
で
な
い
V

で
あ
ら
う
。

F

』
れ
に
依
っ
て
利
せ
ら
る
、
者
は
、
は
た
し
て
誰

れ
か
。
そ
れ
は
本
交
の
範
闘
を
越
ゆ
る
も
の
で
、
農
業
綜
梼
の
研
究
者
の
批
判
に
委
か
し
た
い
ざ
思
ふ
。

仁、
-
t
t
z
f
J
r
1
z
h
J
ヨ
民
主
主
待

f
k金
主
老
若
E
H
h
手
長
買
う
ド
ム
且
二
計
三
つ
耳
こ
か
、
亡
、
ヨ
民
主
三
氏
土
1

1
J乃
羽
川
町
』
パ
品
川

U
E
?
L
M
1
2
ν
v
Z
M
υ
L
U
赤
十

1
〈

iノ
4rz-一F
H
1
I
P
A
-
J
Jノ
イ

ic-
イ
ι

こ
H
3
r
:
じ
R
U
I
4
ι
d
e
l

・u
J
，
A手三
-E

費
の
調
査
に
依
b
貸
出
せ
ら
る
、
米
慣
さ
翠
勢
米
惜
の
上
保
二
割
ぜ
の
閑
に
定
む
る
さ
一
エ
ム
の
が
、

米
穀
調
査
舎

の
基
準
慣
格
要
綱
に
一
不
す
所
で
あ
る
が
、
此
の
限
界
ほ
、

る
た
め
の
、
あ
ら
し
む
ぺ
き
米
債
の
限
界
で
あ
る
。
此
の
場
合
に
於
い
て
は
、
家
計
費
及
び
生
産
費
の
調
査
算
定
の

生
産
者
を
保
護
し
、

ま
た
消
費
者
の
生
活
を
腿
迅
せ
ざ

方
法
並
に
宰
勢
米
債
さ
の
関
係
の
定
め
方
に
問
題
を
生
や
ペ
く
、

ま
わ
ん
米
斡
桔
そ
れ
自
聞
の
性
質
よ
り
、
生
産
者

の
利
盆
の
保
誼
せ
ら
る
八
1

如
く
、
消
費
者
の
利
盆
も
保
誼
せ
ら
る
、
か
、
而
し
て
主
花
、
生
産
者
さ
は
果
し
て
誰

れ
で
あ
る
か
、
一
般
的
問
題
ご
し
て
可
な
h
続
問
の
借
地
が
あ
る
さ
思
は
れ
る
が
、
主
た
ζ

れ
ら
は
何
れ
も
具
閥

的
の
調
査
算
定
の
方
法
従
っ
て
圭
た
、
-
』
れ
を
主
張
す
る
理
論
的
料
懐
が
営
同
者
じ
よ
h
殺
表
さ
れ
ぬ
限
り
、
統
計

方
法
に
就
い
て
問
題
じ
す
る
私
の
立
場
か
ら
は
ニ
れ
に
就
い
て
問
題
を
論
す
る
こ
ど
は
出
来
な
い
。
在
は
、
車
に

暫
定
的
方
法
ご
し

J

」
採
用
さ
れ
る
所
の
、
基
準
米
債
決
定
の
因
子
た
る
宰
勢
米
債
に
就
い
て
一
一
般
大
衆
の
知
h
，得

揖
中
勢
米
債
に
就
い
て

第
三
十
二
巻

3ii 
五

第
二
就

三
四
戸

現在に草ト、で云へf'f， -J--ー月算定理事餅米僚に依る限界ば前橋の主n(. 18円41
-271'Wlである。米長量生産管は帝|副長舎内語審査に依れぽ布常り. 2ßy1~5 (帝閥

農曾第二失俊表ー来日 l~月 28 日)若しかくの却しとナれば基準米僚は何蕗に定
主る?
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謝
申
勢
米
債
に
就
い
て

第
三
十
二
巻

~4 

第

就

五
六

る
範
園
に
於
て
、
そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
ち
の
さ
し

τ理
解
さ
れ
得
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

四

然
ら
ば
、
右
に
遁
ぺ
h
h
所
の
翠
勢
米
債
以
、
そ
の
算
出
方
法
か
ら
考
へ
て
、
ぞ
の
諜
刊
し
得
る
所
の
意
味
を
、

果
し
て
荷
ひ
得
る
性
質
を
有
っ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
。
先
に
は
、
規
定
せ
ら
れ
た
る
翠
勢
米
債
を
、
専
ら
こ
れ
を

理
解
す
る
こ
さ
に
重
知
念
置
い
て
見
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
在
は
、
そ
の
具
韓
的
な
る
算
出
方
法
を
吟
味
し
て
見

な
い
限
り
は
、
形
式
的
に
、
一
般
的
に
翠
勢
米
国
の
有
も
得
る
意
味
が
、
比
の
宰
勢
米
慣
に
於
げ
て
賓
現
お
れ
て

ゐ
る
か
ず
フ
か
み
ぜ
諭
や
る
こ
さ
は
出
来
な
い

J

先
に
在
は
、
率
勢
米
慣
に
就
い
て
、
問
題
は
専
ら
阜
市
慣
率
の
趨
勢
値
に
集
中
す
る
-
ミ
」
を
指
摘
し
穴
。
よ
っ
て

失
に
、
一
日
米
債
警
告
コ
そ
の
趨
勢
値
い
し
就
い
て
分
っ
て
研
究
し
て
見
?
フ
。

米
債
率
の
意
義
は
先
に
紹
介
し
た
通
り
で
あ
る
。
米
債
宰
を
草
に
、
日
本
銀
行
東
京
師
貢
物
債
指
数
さ
そ
の
債

格
指
数
の
一
つ
で
ゐ
る
所
の
米
債
指
載
さ
の
開
係
を
見
る
た
め
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
一
般
仁
右
の
計
算
を
以
て
特

セ
所
の
率
勢
米
債
は
、

r
y、
小
針
骨
骨
骨
敢
心
配
る
釣
A
口
ひ
い
俳
か
い
め
た
わ
債
を
示
す
山
小
に
さ

vrhv。
ゆ

ゑ
に
政
策
の
基
準
は
、
日
銀
指
数
で
あ
っ
て
、
他
の
何
も
の
で
も
な
い
。
何
故
に
日
銀
指
数
に
或
る
釣
人
口
ひ
を
保

た
し
む
る
必
要
が
ゐ
る
か
は
全
く
別
例
の
問
題
で
、
こ
の
ニ
さ
は
.
米
材
調
査
舎
の
答
申
に
も
亦
基
準
債
格
決
定

要
綱
に
も
明
ら
か
じ
さ
れ
て
お
ら
中
、
一
般
大
衆
は
、
こ
れ
の
み
に
て
は
、
少
く
も
形
式
的
に
は
、
其
の
理
由
を

知
る
こ
さ
は
出
来
な
い
。

併
し
、
先
に
も
遁
ぺ
だ
様
に
、
我
々
の
経
済
上
の
常
識
を
以
て
す
れ
ば
、
物
債
指
数
は
、

一
般
仁
、

一
般
物
債



の
撞
動
の
測
度
で
あ
り
、
日
本
銀
行
調
査
東
京
卸
貰
物
債
指
数
は
、
物
債
指
敢
な
る
が
故
に
、
一
般
物
債
の
麓
勤
の

測
度
で
あ
る
芝
考
へ
ら
れ
、
こ
れ
を
以
っ
て
、
米
債
指
数
を
割
る
こ
さ
は
、
米
債
指
数
よ
旬
、
一
般
物
債
の
影
響

に
基
づ
〈
結
果
を
除
却
す
る
意
味
さ
解
せ
ら
れ
る
。
然
ら
ば
、
一
般
物
債
さ
は
何
ん
で
あ
る
か
。
而
し
て
ま
た
、

日
本
銀
行
調
査
東
京
卸
責
物
債
指
数
は
、
ぞ
の
測
度
で
ゐ
・
り
得
る
か
。
こ
れ
が
解
決
せ
ら
る
ぺ
き
、
而
し
て
ま
た

解
決
せ
ら
れ
ね
ば
、
率
勢
米
慣
が
無
意
味
ぜ
な
っ
て
し
ま
ふ
所
の
根
本
問
題
で
あ
る
。

h

一
般
物
債
涯
は
何
ん
で
あ
る
か
Y
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
鰹
糖
率
上
普
通
に
わ
か
っ
た
様
な

一
般
仁
、
貨
幣
の
債
値
ぜ
は
貨
幣
の
購
買
力
の

ゆ
ゑ
に
先
づ
、

概
念
ぜ
し
て
用
ひ
ら
れ
つ
、
、
極
め
て
不
明
確
な
概
念
で
あ
る
。

、、

こ
ど
で
あ
り
、
貫
徹
加
の
購
買
力
は
物
偶
の
謹
載
で
あ
ゐ
な
J
L
K

説
明
す
ゐ
者
が
あ
め
が
、
賀
は
こ
れ
で
は
、
わ
か

、"、"、"、"、""

ら
な
い
の
で
、
物
債
が
、
明
確
に
量
的
に
現
定
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
向
、
然
ら
子
ん
ば
、
勅
債
の
讃
載
だ
な
ぞ
ぜ
一
冨

、
.
、
.
、
.
、
.
、
.

ふ
こ
さ
は
、
意
味
を
な
さ
向
。
た
Y

一
一
般
に
常
識
的
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
さ
は
、
物
債
或
は
一
一
般
物
債
さ
は
諸

、、

商
品
債
格
の
卒
均
で
あ
る
さ
云
ふ
こ
さ
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
先
づ
、
諸
商
品
さ
は
如
何
な
る
稽
類
の
商
品
で
あ
b

そ
の
平
均
三
は
如
何
な
る
意
味
を
有
つ
卒
均
な
の
で
あ
る
か
、
ぞ
れ
が
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
平
均
さ
云
っ
て

も
)
之
れ
を
求
む
る
立
場
に
よ
っ
て
、
幾
様
に
で
も
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
必
や
し
も
、
系
例
の
項
の
値
(
匂
)

の
融
和
を
そ
の
項
敷
(

n

)

で
割
っ
た
算
術
平
均
(
ヤ
下
v

の
み
が
平
均
で
は
な
い

0
3普
通
じ
や
か
さ
一
宮
は
れ

る
場
合
に
は
、
究
の
様
な
ニ
ご
や
議
定
し
て
ゐ
る
ぜ
考
へ
る

e

へ
き
で
あ
る
。
却
も
、
系
列
の
各
項
の
備
は
、
あ
る

偶
然
的
な
原
因
に
基
づ
〈
結
果
を
合
ん
で
お
り
、
本
質
的
な
る
値
は
歪
め
ら
れ
て
現
は
れ
て
ゐ
る
が
、
か
、
る
偶

然
的
原
因
の
結
果
(
誤
差
〉
の
大
い
さ
は
、
正
負
の
方
向
じ
於
い
て
等
し
〈
、
そ
の
起
る
度
数
は
同
様
で
ゐ
P
、
小

率
勢
米
債
に
就
い
で

第
三
十
二
巻

三
四
一
旦

第
二
就

五
七

物慣指重量町闘する卑買は，木誌ニ岡町ニl・物償指数回意味」に於て越〈た所であ
る。なほ拙稿「指数の形式と目的~(本誌ニ匹1 :0五)参照
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描
中
勢
米
慣
に
就
い
て

第
二
時
珊

五
ノ1

第
三
十
二
巻

三
四
四

な
る
諜
差
は
、
そ
の
起
る
度
数
に
於
て
、
大
な
る
誤
差
よ
り
大
で
あ
り
、
此
の
系
列
に
於
け
る
誤
差
は
、
比
の
正

負
の
限
界
内
に
何
れ
も
起
こ
る
も
の
で
あ
る
さ
椴
定
し
、
平
均
値
さ
は
、
か
、
る
本
質
的
な
る
値
(
民
低
〉
の
況
似

値
な
り
さ
す
る
。
此
の
意
味
よ
ち
す
れ
ば
、
平
均
値
ご
は
.
此
の
卒
均
怖
を
中
心
に
し
て
各
項
の
値
の
分
布
が
封

稽
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
印
ち
其
の
分
布
曲
線
が
鈎
錆
形
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
(
正
規
的
線
Y

い
ま
、
物
債
或
は
一
般
物
慣
さ
は
、
諸
商
品
債
格
の
、
此
の
意
味
に
於
け
る
平
均
値
に
名
づ
け
允
も
の
ざ
す
れ

ば
、
ー
一
般
物
債
の
盤
勘
九
乞
測
る
所
の
物
憤
指
数
・
は
、
共
の
債
を
中
心
に
し
て
、
諸
.
憤
格
指
敢

Jr
、
そ
の
分
布
形
式

さ
し
て
、
正
規
曲
線
九
ぜ
帯
(
も
の
で
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
笹
で
あ
る
。
然
ら
ぽ
、
日
本
銀
行
東
京
卸
国
物
情
指
数

は
、
此
の
性
質
を
有
っ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
。
こ
の
こ
さ
は
、
理
論
的
仁
も
、
費
詩
的
じ
も
否
定
す
る
こ
さ
が
出

来
る
。
即
ち
債
格
盤
動
の
性
質
よ
h
、
此
伯
仲
が
盤
動
は
負
の
方
向
に
於
て
限
界
を
有
ち
、
正
の
方
向
に
於
て
之
を

有
た
な
い
こ
さ
は
、
こ
れ
が
分
布
曲
線
を
し
て
正
の
方
向
に
歪
ま
し
め
る
。
ゆ
ゑ
に
算
術
平
均
は
、
そ
の
最
も
あ

k

リ
得
ぺ
き
値
ざ
し
て
は
さ
り
得
な
い
。
ま
た
、
森
田
優
三
氏
が
、
費
際
仁
、
日
銀
指
数
仁
就
い
て
研
究
さ
れ
た
結

果
に
依
る
さ
、
分
布
は
明
ら
か
に
集
中
的
で
は
あ
る
が
、
正
の
方
向
に
非
調
帯
的
で
あ
る
、
而
も
前
年
基
準
の
連

鎖
式
に
よ
る
に
も
拘
ら
や
、
氏
の
算
定
さ
れ
た
結
果
よ
り
分
散
係
載
を
求
め
て
見
る
さ
、
明
治
三
十
四
年
乃
至
大

正
十
三
年
の
聞
に
於
い
て
、
五
・
七
%
乃
至
二
二
・
玉

μ
の
値
を
示
し
て
ゐ
る
。
こ
の
こ
さ
は
、
貴
際
の
便
宜
上
算

術
平
均
を
採
る
さ
し
て
も
、
そ
の
算
術
平
均
に
は
、
著
し
て
誤
差
の
差
蓮
が
あ
り
、
其
の
語
る
所
の
正
確
性
を
夫

は
し
む
る
所
以
芝
な
る
。
な
は
森
田
氏
の
計
算
に
依
れ
ば
.
大
正
二
年
の
物
慣
指
数
に
就
い
て
見
る
に
、
標
準
偏

差
は
、
明
治
三
十
三
年
、
明
拾
四
十
年
、
明
治
四
十
四
年
.
大
正
元
年
さ
葉
の
基
準
を
か
へ
る
こ
さ
に
依
り
、
各

圃民極海雑誌~g() ，c>:;';・，四一白ー及び二， (殊森回復三氏貨常債1直と物質指般
に凶ーのー)

柑分散係費主=標準軍差
平均値

'" 



々
三
六
・
七
七
、
-
二
・
二
二
、

一
了
七
入
、

五
・
六
八
ざ
な
り
、

そ
の
分
散
係
教
を
算
出
し
て
見
る
ぜ
二
七
・
入

一
了
一
、
玉
・
一
の
値
を
得
る
所
よ
り
見
て
、
基
準
時
を
接
近
せ
し
む
る
こ

εじ
よ
り
、
そ
の
麓
勤

の
幅
は
著
し
〈
小
さ
な
る
こ
さ
を
知
る
。
今
此
の
一
例
に
就
い
て
見
れ
ば
、
明
治
三
十
三
年
基
準
ざ
前
年
の
基
準

仁
於
い
て
は
、
前
者
は
後
者
の
約
五
倍
宇
の
麗
勤
の
幅
を
有
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

ゆ
ゑ
仁
我
々
は
、
日
銀
指
敷
が
、
不
通
蛍
な
る
乎
均
方
訟
を
採
っ
て
ゐ
る
の
み
で
な
く
、
こ
れ
が
誤
差
を
一
層

甚
だ
し
く
せ
し
む
る
固
定
基
準
を
さ
っ
て
ゐ
る
こ
さ
じ
依
っ
て
、
こ
れ
を
理
論
的
に
一
般
物
債
の
盤
動
測
度
ざ
し

得
な
い
の
み
な
ら
争
、
ぞ
の
程
度
を
或
る
正
雌
性
の
限
度
に
於
い
て
比
鞭
を
得
せ
し
む
る
賢
際
の
利
用
ド
も
不
諸

官
の
も
の
で
あ
る
さ
い
ひ
特
る
。
従
っ
て
我
々
は
、
此
の
指
数
を
日
っ
て
、
一
般
物
債
の
影
響
を
除
却
す
る
日
制

の
た
め
仁
、
米
債
指
敷
を
日
銀
指
離
で
割
る
さ
云
ふ
こ
さ
は
安
営
な
も
の
で
な
い
さ
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
若

し
こ
れ
を
敢
て
す
れ
ば
、
計
算
は
勿
論
可
能
で
も
、
一
般
物
債
を
求
め
る
に
就
い
て
、
不
正
確
な
除
却
の
仕
方
を

し
て
ゐ
る
ご
の
非
難
は
見
ぬ
か
れ
ぬ
で
あ
ら
う
。

勿
論
、
翠
勢
米
債
の
算
出
に
営
b
、
物
慣
指
数
の
意
味
を
右
の
如
く
解
し
て
ゐ
る
も
の
ざ
す
れ
ば
、
其
の
特
別

の
説
明
の
な
い
限
・
9
、
我
々
は
こ
れ
を
理
解
す
る
こ
さ
が
出
来
な
い
。
従
っ
て
結
局
我
々
は
、
米
債
察
、
従
っ
て

ま
た
率
勢
米
慣
が
果
し
て
何
を
意
味
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
全
く
わ
か
ら
な
い
さ
云
ふ
-
』
さ
に
な
ら
ゴ
る
を
得
な

い
。
勿
論
、
わ
か
っ
て
も
わ
か
ら
な
い
で
も
、
か
く
し
て
得
ら
れ
た
結
果
が
率
勢
米
債
で
あ
り
、
そ
の
上
下
二
割

が
基
準
債
格
の
最
高
最
低
で
あ
る
さ
云
ふ
な
ら
ば
、
も
は
や
問
題
は
な
い
。

併
し
人
は
云
ふ
で
あ
ら
う
。
従
来
我
々
は
、
日
銀
の
東
京
卸
費
指
散
を
、

二
0
・大、率

勢
米
債
に
就
い
て

第
三
十
二
巻

一
般
物
債
躍
動
の
測
度
ぜ
し
て
使
つ

F

第
一
一
時
制
五
九

三
四
五



噛
中
勢
米
慣
に
続
い
て

第
三
十
二
巻

四
/、

第
二
就

プt
O 

て
来
て
ゐ
る
。
ま
た
他
に
趨
営
の
材
料
が
な
い
の
で
あ
る
ぜ
。
在
も
こ
れ
を
認
め
る
。
我
々
は
一
臆
日
本
銀
行
の

調
査
な
る
の
故
に
、
信
用
し
得
る
貼
に
於
い
て
、
ま
た
こ
れ
程
の
古
き
指
数
を
他
に
求
め
難
き
黙
に
於
い
て
、
日

銀
指
数
の
利
用
を
認
め
る
。
ま
た
現
に
人
々
は
一
般
物
債
の
聾
動
を
こ
れ
に
依
っ
て
云
須
し
て
来
て
ゐ
る
。
併
し

此
等
は
極
め
て
大
雑
把
な
こ
ぜ
を
云
っ
て
ゐ
る
場
合
か
、
或
は
全
〈
素
人
の
使
っ
て
ゐ
る
に
芝
山
泊
ま
っ
て
、
ヨ
シ

甲
山
以
下
何
位
ま
で
計
算
し
た
り
・
割
っ
た
り
掛
け
た
り
、
最
小
自
乗
訟
を
使
っ
た
り
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。
ま

た
現

ι、
日
本
銀
行
調
査
東
京
卸
買
物
償
指
数
ざ
講
じ
て
も
、
我
々
は
必
中
し
も
そ
れ
を
信
用
し
て
居
り
は
し
は

い
の
で
あ
る
o

蓋
J

)

、
そ
の
調
査
一
万
佐
じ
就
い
て
詳
細
な
一
公
表
江
〈
寧
ろ
秘
密
に
保
た
作
て
ゐ
る
炉
ら
で
め
ぉ
。

執
々
が
調
査
の
内
容
の
吟
叫
慨
を
不
可
能
に
さ
れ
て
而
b
-
}
れ
な
利
用
す
ゐ
位
、
危
険
な
こ
ぜ
は
無
い
。
た
Y

、
日

本
銀
行
の
名
に
於
い
て
信
用
す
る
だ
け
で
あ
る
。
位
凶
に
我
聞
に
於
て
も
幾
多
の
物
債
指
数
に
闘
す
る
研
究
が
あ
h

日
銀
指
数
ド
就
い
て
も
研
究
さ
れ
て
ゐ
る
。
而
も
、
相
不
運
明
治
三
十
三
年
十
月
基
準
.
算
術
平
均
ぜ
云
ふ
日
銀

指
数
そ
の
ま
、
を
、
計
算
の
材
料
に
し
た
に
就
い
て
は
、
何
か
特
別
の
理
由
の
あ
る
こ
芯
で
あ
ら
う
。

現
に
、
日
銀
の
調
査
を
信
頼
す
る
な
ら
ば
、
右
じ
述
ぺ
た
意
味
に
於
げ
る
、
一
般
物
債
麗
動
の
測
度
さ
し
て
、

こ
れ
を
換
算
利
用
の
遣
が
な
い
で
は
な
い
。
ぞ
れ
は
前
月
基
準
の
幾
何
卒
均
脅
求
め
、
之
を
連
鎖
式
の
指
数
注
す

る
と
ん
ど
き
そ
の
一
案
で
ゐ
る
。
一
般
物
債
の
麓
動
の
測
度
ざ
し
て
は
、
少
〈
も
、
債
格
指
敷
の
分
布
を
し
て
、
そ

の
卒
均
値
た
る
物
債
指
敷
を
中
心
に
し
て
正
規
曲
線
を
蓄
か
し
め
ね
ば
、
そ
の
意
味
を
有
た
し
め
得
な
い
の
で
あ

る
。
ゆ
ゑ
仁
若

L
債
格
指
数
を
し
て
か
、
る
分
布
の
形
放
を
ご
ら
し
む
る
方
法
ご
卒
均
値
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
が
妥

営
ず
る
揮
で
あ
る
。
森
田
氏
の
研
究
結
果
は
、
我
々
を
し
て
、
日
銀
指
数
の
換
算
利
用
の
可
能
に
根
懐
を
典
へ
る



も
の
で
あ
る
さ
在
は
考
へ
る
。
在
は
本
文
に
於
い
て
、
更
に
物
債
指
敷
論
を
試
み
る
齢
白
を
有
党
な
い
か
ら
、

般
的
指
数
の
理
論
の
問
題
並
に
日
銀
指
数
に
就
い
て
、
他
の
問
題
に
鯛
れ
な
い
が
、
か
、
る
換
算
は
、
そ
の
結
果

じ
ぎ
れ
だ
け
の
差
遣
が
生
十
る
か
は
、
予
め
知
る
こ
さ
は
出
来
な
い
が
、
若
し
一
般
物
債
を
右
の
如
く
解
す
る
限

り
、
債
格
指
数
の
性
質
並
に
幾
何
卒
均
の
性
質
よ
り
考
へ
、
理
論
的
で
あ
り
、
且
、
結
果
の
正
確
性
を
充
分
に
輿

へ
る
も
の
で
あ
る
さ
考
へ
ら
れ
る
。

勿
論
、
世
仁
は
物
債
指
教
の
か
、
る
意
義
を
否
定
す
る
論
者
が
な
い
で
は
な
い
。
か
、
る
立
場
よ
ち
す
れ
ば
、

米
憤
容
の
算
定
の
如
き
全
く
無
意
義
の
も
の
守
」
な
る
こ
ぎ
は
営
然
で
あ
る
。
在
は
、
か
、
る
論
危
な
す
者
で
は
な
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特
定
の
統
計
的
研
究
の
允
め
じ
計
算
の
基
礎
材
料
三
し
て
使
ふ
噌
』
さ
は
、
車
仁
、
大
韓
論
を
な
す
場
合
ご
は
違
っ

て
、
甚
だ
危
険
な
る
の
み
な
ら
子
、
無
意
義
だ
さ
考
ふ
る
者
で
あ
る
。
而
も
日
本
銀
行
の
調
査
を
全
然
無
視
す
る

も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
換
算
利
用
し
て
、
切
角
の
米
債
率
に
、
普
通
に
我
々
が
理
解
し
得
る
意
味
を
奥
へ
、
而

も
結
果
の
正
確
性
を
求
め
て
は
ざ
う
か
さ
一
耳
ふ
の
で
あ
る
。

五

米
債
牢
を
一
膳
認
め
れ
ば
、
・
究
は
そ
の
趨
勢
値
の
問
題
で
あ
る
。

所
謂
、
趨
勢
値
の
問
題
は
、
統
計
解
析
怯
じ
謂
ふ
所
の
、

F
n
E
}
R
5
E
の
問
題
で
あ
る
こ
さ
は
先
に
遮
ぺ
た

然
ら
ば
長
期
盤
動
傾
向
は
如
何
に
し
て
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
。
こ
れ
は
普
通
の
敢
科
書
に
説
明
さ
れ
る
逼
h

種
々
な
る
方
法
が
あ
り
、
常
持
む
ぺ
き
曲
線
に
も
種
類
が
あ
る
。
併
し
、
要
は
如
何
な
る
意
味
仁
於
て
長
期
費
動

謝
中
勢
米
慣
に
就
い
で

第
三
十
二
巻

一
四
七

第
二
一
貌

長昆a. ，、

場 拙苦翠，経済統計綱要第E章



描
中
勢
米
慌
に
就
い
て

第
三
十
二
巻

=
一
四
人

第
二
就

六

傾
向
を
求
む
る
か
に
在
っ
て
、
ぞ
の
方
法
ぜ
曲
線
は
、
そ
れ
に
依
っ
て
自
ら
定
ま
る
こ
さ
で
あ
る
。
こ
の
-
』
ご
は

形
式
的
じ
は
.
長
期
盤
勤
傾
向
が
時
系
列
の
代
表
備
曲
線
た
る
性
質
を
有
っ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

即
ち
非
時
系
列
の
平
均
値
に
於
け
る
が
如
く
、
そ
の
輿
ふ
る
所
の
意
味
仁
よ
り
、
異
な
る
か
ら
で
あ
る
c

い
ま
、
米
債
維
の
趨
勢
値
を
先
に
過
ぺ
た
様
に
、
最
も
あ
り
得
べ
き
、
或
は
、
常
態
ざ
し
て
あ
り
得
ぺ
き
米
債

率
さ
解
す
る
な
ら
ば
、
此
の
意
味
に
適
ふ
所
の
時
系
列
の
代
表
値
曲
線
を
運
行
か
可
き
で
あ
る
。
所
が
、
か
、
る
意

味
に
埴
ふ
曲
蜘
酬
を
趨
ぷ
基
準
は
な
い
の

E
ゐ
る
。
ゆ
ゑ
ド
、
最
も
よ
く
営
特
ま
る
曲
線
全
選
ぶ
三
五
ふ
が
、
そ
の

桂
度
を
定
h
u

る
こ
さ
は
、
決
し

τ数
理
的
根
様
に
よ
る
ち
の
で
は
な
い
か
ら
、
間
早
仁
、
そ
の
研
究
に
到
し
意
味
か
す
剛

有
も
特
る
租
度
を
も
主
観
的
じ
判
断
す
る
よ
り
他
は
な
い
。
此
の
限
k

リ
に
於
い
て
、
此
の
・
算
定
は
、
立
場
の
問
題

に
踊
し
、
必
や
し
も
客
観
性
の
あ
る
も
の
さ
は
云
ひ
難
い
。
結
局
出
来
る
式
け
簡
輩
な
曲
続
で
、
大
勢
を
窺
は
し

*
 

む
る
こ
さ
を
以
っ
て
満
足
す
ぺ
き
で
あ
る
。

併
し
長
期
盤
動
傾
向
に
就
い
て
、
経
梼
上
特
定
の
理
論
を
有
つ
場
合
は
会
〈
別
で
あ
る
。
此
の
場
合
に
は
、
そ

の
盤
忙
の
性
質
が
、
例
へ
ば
直
線
で
な
げ
れ
ば
な
ら
肉
、
或
は
拠
物
線
の
三
次
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ご
か
、
或
は

し
か
ゐ
る
べ
き
で
あ
る
さ
の
理
論
が
あ
り
、
そ
の
立
場
よ
り
そ
れ
仁
通
切
な
曲
線
を
営
持
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、

明
瞭
な
基
準
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
宰
勢
米
債
の
算
定
に
あ
た
b
、
恐
ら
く
此
の
勤
が
充
分
じ
研
究
さ
れ
、
最
小

自
乗
誌
に
よ
っ
て
直
線
を
営
符
め
る
こ
芯
に
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
さ
思
ふ
。
此
の
限
り
に
於
い
て
、
此
の

直
諌
は
明
治
三
十
四
年
以
降
二
十
九
年
間
の
趨
勢
を
示
し
、
各
年
の
趨
勢
値
は
、
一
底
、
常
態
ざ
し
て
あ
る
べ
き

米
債
率
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
併
し
、
前
に
も
断
っ
た
様
仁
、
こ
の
こ
さ
は
、
昭
和
五
年
度
の
趨
勢
値
が
、
同
じ

t期費動傾向白ー俳的性質並陀英の問題tt:就いては本誌前披拙稿「統計撃の課
題と Lて E景集担動回研究」参照

* 



c前
二
十
九
年
間
の
趨
勢
価
が
、
そ
の
各
の
年
に
於
い
て
有
っ
た
さ
同
じ
意
味
に
於
い
て
常
鵡
注
し
て
あ
る
ペ
き

値
で
あ
る
こ
さ
を
語
る
も
の
で
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
過
去
二
十
九
年
間
の
統
計
的
研
究
よ
b
得
た
結
果
ざ
し

て
一
衣
方
程
式
K
H
R
+
雪
の
係
敷

α
及
び
b
は
定
ま
る
か
ら
、
此
の
式
仁
昭
和
五
年
仁
営
化
る

m
を
代
入
し
て
、

M
Y
(

昭
和
五
年
度
の
無
償
率
の
趨
勢
値
)

h

e

求
め
て
も
、
ぞ
れ
は
、
昭
和
五
年
度
に
於
い
て
、
常
棺
ざ
し
て
あ
り
得
一
へ
き
米

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

債
率
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
会
〈
不
明
の
こ
さ
で
あ
っ
て
、
た
Y
、
一
定
の
僚
件
を
満
足
す
る
限
り
に
於
い
て
、

此
の
値
を
以
っ
て
、
そ
の
常
態
ざ
し
て
あ
り
特
べ
き
伍
で
あ
る
こ
さ
の
諜
想
を
可
能
な
ら
し
む
る
も
の
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ
る
。

樺
勢
米
慣
の
算
定
に
営
つ
℃
は
、
単
仁
、
常
該
年
度
内
趨
耕
一
侃
h
T
明
的
一
一
一
十
四
作
皮
セ
始
期
注
す
る
系
列
よ

h

求
む
る
こ
ど
を
規
定
し
て
ゐ
る
だ
げ
で
ゐ
る
か
ら
、
何
故
ド
、
現
在
の
賦
熊
ぜ
は
無
闇
係
に
、
現
在
の
米
債
を
過

去
の
賊
勢
の
下
に
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
政
策
の
根
懐
ざ
し
て
明
ら
か
に
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
現

在
の
諸
事
情
、
諸
傍
件
の
下
仁
、
常
態
さ
し
て
ゐ
h
得
ぺ
き
米
債
を
算
定
す
る
方
法
が
無
い
ご
す
る
な
ら
ば
、
然

ら
ば
何
故
に
、
過
去
の
航
勢
の
下
に
成
立
し
た
直
線
的
な
る
一
定
の
闘
係
式
よ
り
求
め
ら
る
、
趨
勢
値
が
、
現
在

の
常
鵡
ぜ
し
て
あ
り
得
ぺ
き
米
債
の
算
定
帆
健
た
る
米
債
率
三
な
り
得
る
の
で
あ
る
か
。
こ
の
可
能
が
是
認
せ
ら

る
、
が
た
め
に
は
、
過
去
二
十
九
年
間
の
米
債
率
仁
就
い
て
求
め
ら
れ
た
長
期
盤
勤
傾
向
が
同
じ
〈
系
列
の
及
ば

同
年
度
に
於
い
て
も
成
立
し
、
其
の
趨
勢
値
が
、
系
列
内
の
各
年
度
に
於
い
て
、
常
態
さ
し
て
あ
り
符
ぺ
き
米
債

宰
で
あ
っ
た
様
に
、
系
列
外
の
営
該
年
度
に
於
い
て
も
同
じ
〈
、
常
態
ざ
し
て
あ
り
得
ぺ
き
米
慣
率
で
あ
る
こ
さ

の
珠
洲
が
可
能
ご
さ
る
、
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
率
勢
米
債
算
定
に
際
し
て
は
、
車
仁
過
去
の
航
勢
の

率
勢
米
慣
に
就
い
て

第
二
裁

ー~、

第
三
十
二
巻

=
一
四
九

耳jte>年に枕いで而も皐陀其!f.だけに就vて去へぽ，来・の年目平均的米償基告を以
ヲ T 常噌たる味伺替と見るより他はな也、。 これはき告勢米慣の場合には年平均
米償措般を年卒埼物慣指揮t陀J:Q割ると島陀上り. ~日開タ~債吾容と Lマ輿へられ
てゐる。然る叱或期間グ積遷を同て，其の年の米僚理~Ð趨勢値主求むる己とは
~n ち世田期間より見て英年自主主主二三笠三三11> ij 1米f員等tを求むる ζ とに
他な b な旬、。 ζ 白 ζ とは.kれ白見としτ ，N升~ ~:詣るも Dではな r。
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拙
中
勢
米
債
に
就
い
で

第
三
十
二
巻

第
二
放

五
O 

"'、
四

下
に
於
げ
る
閥
係
を
以
て
、
米
債
の
調
節
々
行
ふ
べ
き
で
あ
り
、
主
た
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
云
ふ
特
定
の
政
策
上

の
根
醸
が
ゐ
れ
ば
兎
じ
角
、
か
、
る
統
計
的
研
究
の
結
果
を
利
用
す
る
普
通
の
見
解
よ
ち
す
れ
ば
、
右
の
如
き
聾

想
を
前
提
に
し
て
ゐ
る
も
の
ご
し
て
よ
り
他
に
は
考
へ
ら
れ
ぬ
。
若
し
然
り
ぎ
す
れ
ば
、
長
期
麓
動
傾
向
仁
諜
測

の
可
能
性
あ
ち
ゃ
否
や
の
問
題
が
解
決
せ
ら
れ
ね
ば
、
右
の
如
き
算
定
は
無
意
味
で
あ
る
。

一
般
的
に
は
、
統
計
的
研
究
自
瞳
は
、
統
計
的
系
列
に
就
い
て
、
其
の
嗣
教
的
依
存
の
関
係
を
一
不
す
に
さ
Y

ま

り
、
直
接
に
は
、
其
の
閥
係
の
将
来
に
も
同
様
に
生
起
す
ぺ
き
可
能
の
諜
測
が
」
議
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ぞ
の

海
測
や
-
可
能
な
ら
し
h
u

る
た
め
に
は
一
定
の
健
件
宇
佐
浦
口
広
す
る
必
要
が
あ
る
。
ゆ
ゑ
仁
、
率
勢
米
国
の
聾
一
定
に
際

L
、
米
値
恋
T

の
時
系
列
に
就
き
特
定
の
直
線
佐
官
特
め
た
こ
さ
は
、
そ
の
系
列
の
範
園
内
に
就
い
て
成
立
す
る
闘

係
で
あ
っ
て
、
何
も
帰
京
市
に
就
い
て
は
云
つ
て
は
居
ら
?
、
ま
た
云
ふ
可
き
能
力
を
有
っ
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い

た
Y
、
「
般
仁
、
米
債
宰
の
時
系
列
の
長
期
盤
動
傾
向
は
、
↓
直
線
で
あ
ち
こ
而
も
そ
の
係
数
が
特
定
の
値
を
有

っ
こ
三
が
認
め
ら
れ
て
、
初
め
て
議
測
は
可
能
で
ゐ
る
。
普
通
に
は
い
が
理
論
的
に
根
懐
を
有
ち
に
に
於
い
て
、

特
に
こ
れ
を
否
定
す
ぺ
き
特
別
の
事
情
の
な
い
限
hJ
、
か
く
あ
る
ぺ
き
こ
ぜ
か
}
期
待
し
得
る
の
で
あ
る
。
ゆ
ゑ
に

長
期
盤
勤
傾
向
の
み
じ
よ
る
聾
測
仁
就
い
て
は
、
時
系
列
の
代
表
値
曲
棋
に
就
い
て
二
般
的
・
理
論
的
立
場
が
問

題
ぜ
な
る
。
勿
論
車
仁
政
策
的
仁
、
長
期
麺
動
傾
向
は
直
隷
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ぜ
云
ふ
立
場
か
ら
こ
れ
を
求

め
る
な
ら
ば
、
そ
の
係
敷
の
決
定
を
過
去
の
事
買
に
徴
す
る
だ
け
で
.
こ
の
こ
さ
は
、
自
然
の
趨
移
に
よ
る
も
の

で
は
な
く
、
宇
ば
強
制
的
で
あ
る
。
こ
の
こ
さ
は
、
い
か
に
ち
一
見
、
我
々
の
開
奥
せ
ぬ
自
然
の
進
行
に
依
存
す

る
が
如
〈
装
ふ
て
、
買
は
会
〈
然
ら
奈
さ
る
こ
さ
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
勿
論
、
前
に
も
断
っ
た
様
に
、
翠
勢
米

此白己主の一般的規定に就いて前掲本誌前放の出稿に就いて漣ぺた所である。.. 



債
の
場
合
に
は
、
そ
の
長
期
選
動
傾
向
の
決
定
に
、
充
分
な
る
理
論
さ
研
究
の
あ
っ
た
こ
芝
、
信
壱
ら
れ
る
が
、

そ
れ
は
別
に
H

公
表
さ
れ
て
ゐ
る
需
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
此
の
馳
に
於
い
て
も
、
必
千
し
も
誰
れ
に
も
わ
か
る
宰

勢
米
債
で
は
な
い
。
基
準
債
格
要
綱
に
は
、
車
に
趨
勢
値
さ
記
し
て
葉
の
算
定
方
法
は
、
系
列
の
及
ぶ
ぺ
き
範
園

を
規
定
し
て
ゐ
る
以
外
に
何
等
規
定
し
て
お
ら
ぬ
か
ら
、
少
な
〈
も
此
の
隈
b
に
於
て
は
、
業
の
立
場
さ
見
解
の

相
違
に
よ
り
、
理
論
的
に
は
全
く
無
制
限
で
、
或
る
解
読
者
の
如
く
、
「
手
加
械
を
加
へ
る
傍
地
は
な
〈
」
「
一
見

紳
様
の
や
う
に
明
瞭
に
行
く
べ
き
所
を
一
不
す
」
f
」
云
ふ
の
は
飴
り
に
云
ひ
過
ぎ
で
あ
る
。
か
、
、
る
調
子
で
一
古
今
」

さ
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
寧
ろ
嘉
一
・
勢
米
慣
は
手
加
減
一
つ
で
あ
る
さ
云
っ
た
方
が
正
し
い
。

か
〈
の
加
く
営
該
年
度
の
常
指
さ
し
て
ゐ
h
特
ぺ
b
d
米
債
を
求
め
る
さ
な
る
ご
、
長
期
建
動
傾
向
に
特
別
の
意

味
を
艶
旭
す
る
こ
ご
、
な
る
か
ち
、
問
題
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
。
翠
勢
米
債
の
場
合
に
は
、
系
列
は
、
明
治
三
十

四
年
以
降
の
米
債
率
マ
」
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
最
も
確
し
か
ら
し
き
議
測
を
な
す
た
め
に
如
何
な
る
系
列
を
構

成
し
、
ま
た
如
何
な
る
曲
線
を
選
ぴ
、
如
何
に
嘗
特
む
ぺ
き
か
の
、
自
由
研
究
の
立
場
は
許
る
さ
れ
て
お
ち
ゃ
、

従
っ
て
私
は
、
直
線
を
選
ぶ
理
論
の
存
在
を
前
提
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
若
し
然
ら
や
し
て
、
会
〈
自
由
な
統
計

的
研
先
を
許
し
て
議
測
せ
し
む
る
ざ
す
れ
ば
、
右
の
如
き
研
究
の
飴
地
が
あ
る
か
ら
、
予
め
系
列
の
構
成
を
し
て

お
く
こ
ぜ
は
予
測
ぜ
は
、
矛
盾
す
る
こ
さ
と
苫
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
普
通
に
此
の
場
合
に
於
げ
る
議
測
可
能
の
根

醸
ざ
し
て
は
、
系
列
。
構
成
を
、
ぞ
の
結
果
の
有
ち
得
る
意
味
三
議
測
可
能
の
制
限
の
下
に
之
を
行
ひ
、
特
別
な

一
る
事
情
の
稜
生
せ

5
る
こ
ぜ
を
議
想
し
、
而
も
、
時
系
列
の
代
表
値
曲
線
を
、
出
来
る
限
h
，
営
特
ま
る
様
に
之
を

求
め
て
、
偏
差
を
小
さ
し

l
l聾
測
さ
る
ぺ
き
値
に
か
』
る
偏
差
を
認
め
て
な
ほ
且
つ
其
の
目
的
に
趨
ふ
ぜ
云
ふ

率
勢
米
債
に
碕
い
で

第
三
十
二
巻

第
二
裁

三
五
一

大
玉

一般的問題としで白系列白構成に枕ν、て以前協前苦理由拙稿参照4降、



市
中
勢
米
債
に
紘
山
V

て

第
三
十
二
審

=一五ニ

第
二
競

ムハムハ

意
味
に
於
い
て
相
罰
的
の
大
い
き
に
於
て
小
で
あ
る
さ
云
ふ
の
で
あ
る

1
|而
も
種
々
に
ぞ
の
結
果
を
検
誼
す
る

た
め
仁
、
幾
多
の
系
列
じ
就
い
て
試
み
る
を
要
す
る
。
併
し
、
統
計
解
析
の
理
論
及
び
貫
際
の
問
題
ざ
し
て
、
米

債
宰
さ
云
ふ
如
き
特
定
の
系
列
一
個
を
以
っ
て
、
市
も
た
Y

こ
れ
の
み
を
以
っ
て
諌
測
を
行
は
ん
こ
マ
」
白
韓
、
甚

だ
無
理
が
あ
る
さ
云
は
ね
ば
な
ら
な
け
。

以
上
の
如
く
、
宰
勢
米
債
算
定
が
、
車
じ
趨
勢
値
を
系
列
の
代
表
値
曲
線
の
値
ご
し
て
求
む
る
じ
さ
明
治
ま
ら
十

諜
測
を
も
前
提
芯
す
る
も
の
で
め
れ
ば
、
問
題
は
し
か
〈
単
純
で
は
な
く
、
従
っ
て
趨
勢
値
を
の
も
の
が
、
何
人

を
お
首
肯
せ
し
む
ゐ
等
観
的
な
る
値
f
し
し
て
、
率
勢
米
債
を
川
市
雄
ご
し
て
あ
h'
件
ぺ
き
米
慣
な
し
リ
芯
の
根
憶
を
興

ふ
る
程
に
、
確
し
か
ら
し
き
を
有
つ
も
の
で
な
い
こ
さ
を
知
ら
お
ば
な
ら
ね
。
私
は
、
車
じ
.
一
般
的
問
題
ざ
し

て
遁
ぺ
た
に
過
ぎ
や
、
而
も
論
理
的
仁
、
問
題
を
進
め
て
行
っ
た

rげ
で
あ
る
か
ら
、
具
膿
的
に
、
直
接
に
此
の

問
題
を
批
判
す
る
こ
さ
は
出
来
な
い
。
蓋
し
、
我
々
に
は
、
そ
の
基
礎
材
料
が
示
さ
れ
て
お
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

六

以
上
に
於
い
て
、
在
は
甚
だ
不
充
分
な
費
料
に
依
っ
て
Y

は
あ
る
が
、
形
式
的
な
一
般
的
意
味
に
於
げ
る
翠
勢

米
債
仁
就
い
て
一
通
り
の
説
明
を
な
し
得
た
さ
思
ふ
。
そ
の
目
的
は
専
ら
、
統
計
方
法
の
方
面
か
ら
理
解
す
る
こ

芝
に
努
め
、
新
聞
紙
等
に
於
い
て
侍
へ
ら
れ
る
所
の
、
委
員
舎
に
於
け
る
質
疑
或
は
、
皐
者
葉
他
の
論
議
な
ど
ご

は
、
異
な
る
方
向
に
於
い
て
、
不
敏
な
る
私
に
は
、
な
ほ
多
く
の
疑
問
の
傍
地
が
あ
る
こ
さ
を
遮
べ
た
の
で
あ
る

恐
ら
く
、
率
勢
米
債
に
は
、
我
々
の
窺
知
し
得
ぬ
深
遠
の
理
論
さ
、
政
策
の
妙
味
の
あ
る
こ
さ
で
あ
ら
う
が
、
そ

れ
は
一
一
般
大
衆
の
理
解
し
得
る
所
で
は
な
か
ら
う
。
河
田
博
士
の
一
冨
は
る
、
加
く
、

「
米
債
政
策
ざ
い
ふ
や
う
な

(1)例へば牽勢米債算定と同一方法で大正二年巡回材料(y=1.0n815+0.01748x)
で大正三年の米債率を求める。l.221を得て大正三年四寅際米債寧1.161K針し
僚に5%，の誤差である。所が大正四年迄D材料 (y ，~1. 08806+0目 00478x) で大正
五年は1.126であるが現寅E値は0.751であるかh50%，の誤差が生ずる。

ー+



大
衆
的
意
義
含
有
す
る
も
の
に
閲
す
る
基
準
を
定
め
る
も
の
仁
於
い
て
は
、
(
そ
の
真
意
義
白
容
易
に
理
解
白
出
来
た
い
と

と
は
)
大
き
な
映
馳
ぜ
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
斯
様
な
政
策
は
俗
わ
か
り
の
す
る
も
の
が
よ
い
の
で
あ
る
。
」
勿
論
、

統
計
皐
の
初
歩
ぞ
皐
ん
だ
者
に
さ
つ
で
、
率
勢
米
債
の
計
算
過
程
は
、
常
識
的
の
も
の
で
あ
る
が
.
ぞ
れ
は
輩
に

公
式
化
し
た
る
計
算
に
就
い
て
Y

あ
っ
て
、
そ
の
意
味
に
於
い
て
叩
み
は
な
い
。
統
計
的
研
究
は
甚
だ
重
要
で
あ
る

が
、
屡
々
車
ド
計
算
を
事
芝
し
、
計
算
の
過
程
の
繁
雑
な
る
己
ぎ
を
以
っ
て
い
か
に
も
そ
れ
が
科
皐
的
研
究
で
あ

る
か
の
加
く
、
自
ら
も
之
を
誤
認
し
、
他
を
も
誤
解
に
導
き
易
い
こ
ず
」
は
、
統
計
方
法
の
知
識
の
普
及
の
不
充
分

な
る
の
ゆ
ゑ
で
ゐ
る
芯
し
で
も
、
特
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
貼
で
あ
る
さ
思
ふ
。

容
勢
米
置
に
就
い
て
は
、
既
に
専
門
家
の
研
究
結
果
で
あ
1
9
、
ま
た
米
韓
調
資
曾
ピ
一
首
ふ
樺
戚
じ
依

h
.
球
部

採
用
せ
ら
れ
、
い
ま
や
、
米
穀
訟
の
改
正
仁
ま
で
問
題
は
活
展
せ
ん
さ
し
て
ゐ
る
。
ゆ
ゑ
じ
我
々
は
、
そ
れ
に
政

策
的
根
醸
注
し
て
充
分
な
る
理
論
の
存
在
す
る
こ
ご
を
一
鹿
認
む

J

へ
き
で
ゐ
ら
う
。
本
文
の
叙
過
が
幾
分
そ
の
方

法
の
解
説
に
資
し
、
在
の
疑
ふ
所
が
、
車
に
在
の
浅
島
4
7
」
資
料
の
不
足
に
基
づ
く
も
の
で
あ
れ
ば
幸
で
ゐ
る
。

(一九=一
0
・
一
一
了
三
一
)

追
記
本
支
は
、
十
一
月
廿
九
日
経
済
事
曾
の
講
演
舎
に
於
い
て
忍
の
越
べ
た
所
の
手
控
に
離
分
自
補
足
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
営
時
は
率
勢

米
債
が
問
題
と
な
ヲ
て
ゐ
た
が
、
十
二
月
十
三
日
目
米
較
調
査
委
員
総
曾
に
於
い
で
承
認
可
決
さ
れ
た
。
併
し
賓
際
に
は
問
題
ほ
な
ほ
洩
っ
て

ゐる。議
-
勢
米
慣
に
就
い
て

第二一毅

第
三
十
三
巻

三
五
三

六
七

w 

骨河田博士，前曲論文。
普併しなほ疑はれてゐる， r心細〈たワた米i技法吹正J(東日12月21日)r米厳基準

空宣i専に終るかJ(大朝12月2]日〉


